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中
札
内
村
農
業
委
員
憲
章

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

農
業
・
農
村
の
代
表
と
し
て
、

　
　
　
　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
実
現
に
努
め
、

　
　
　
　
　

国
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

食
料
の
自
給
率
と
自
給
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、

　
　
　
　

適
正
な
農
地
行
政
に
努
め
、

　
　
　
　
　

優
良
農
地
の
確
保
と
効
率
利
用
を
進
め
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

農
地
利
用
の
最
適
化
を
め
ざ
し
、

　
　
　
　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の

　
　
　
　
　

発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

認
定
農
業
者
や
新
規
参
入
者
等
の
意
欲
あ
る
担
い
手
の

　
　
　
　

育
成
・
確
保
と
経
営
支
援
を
強
化
し
、

　
　
　
　
　

農
業
・
農
村
の
持
続
的
発
展
に
努
め
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

暮
ら
し
と
経
営
に
役
立
つ
情
報
の
収
集
・
提
供
に
努
め
、

　
　
　
　

活
力
あ
る
農
業
と
農
村
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
五
日
制
定
●
●

2026年

令和8年9月

NO.51
中札内村は「日本で最も美しい村」連合に

加盟しています。

主な記事　　　　　　　　　
　Con t e n t s

◆農業委員改選・就任あいさ
つ���Ｐ２

◆新しい農業委員を紹介・退
任委員へ感謝

　　　　　　　　���������
Ｐ３

◆農業委員　各種担当�������
Ｐ４

◆農地の贈与�����������
Ｐ５

◆�新規就農者激励会・独身農
業者の婚活を

応援します！　���������
Ｐ６

撮影：元中札内村地域おこし協力隊　町田　仁志 氏

十勝幌尻（ポロシリ）岳と豊かな大地
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　任期満了に伴い、６月４日の議会定例会で候補者13名が同意され、７月21日役場において川　任期満了に伴い、６月４日の議会定例会で候補者13名が同意され、７月21日役場において川
尻村長から委員へ辞令が交付されました。その後、第１回農業委員会総会にて会長に垰田 隆志尻村長から委員へ辞令が交付されました。その後、第１回農業委員会総会にて会長に垰田 隆志
さん、職務代理者に柴田 稔博さんが互選されました。総会では議席のほか担当地区などが決定さん、職務代理者に柴田 稔博さんが互選されました。総会では議席のほか担当地区などが決定
され、新たな顔ぶれにより農業委員会がスタートしました。され、新たな顔ぶれにより農業委員会がスタートしました。

　会　長　　垰田 隆志 さん　会　長　　垰田 隆志 さん
職務代理者　柴田 稔博 さん職務代理者　柴田 稔博 さん

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
七
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
一
回
農
業
委
員
会
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
改
め

て
責
任
と
使
命
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

今
後
三
年
間
、
農
業
者
の
皆
様
や
農
業
委

員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
農
業
委

員
会
活
動
の
推
進
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
情
勢
の
激
変
に
よ
り
、
肥
料
や
飼
料
、

燃
料
や
生
産
資
材
ま
で
価
格
高
騰
が
高
止
ま

り
と
な
り
、
更
に
は
異
常
気
象
で
高
温
や
豪

雨
が
頻
繁
に
起
こ
る
よ
う
に
な
り
、
前
例
に

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
中
札
内
農
業
は
、
畑
作
と
畜
産

が
協
力
し
合
い
農
業
者
の
経
営
努
力
、
各
関

係
機
関
の
連
携
の
も
と
、
約
七
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
豊
か
な
農
地
を
生
か
し
、
発
展
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
私
ど
も
農
業
委
員
は
農

業
者
の
生
産
基
盤
、
財
産
で
あ
る
大
切
な
農

地
を
、
一
層
の
緊
張
感
、
そ
し
て
平
等
性
を

も
っ
て
法
律
に
基
づ
き
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
責
務
を
重
く
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
一
人
ひ
と
り
が
共
通
認
識
を
持

ち
な
が
ら
、
時
に
は
厳
し
い
判
断
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
農
業
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

中
札
内
農
業
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
一
丸

と
な
り
、
農
業
委
員
会
の
会
長
職
を
務
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会 長  垰田  隆志
（３期目・共栄）

新任

川尻村長から
辞令を受け取る委員

農業委員が改選されました農業委員が改選されました
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　７月21日に開催されました第１回農業委員会総会において、役職や地区担当などが決定しましたの　７月21日に開催されました第１回農業委員会総会において、役職や地区担当などが決定しましたの
でお知らせします。なお、今期は農振部会と農地部会の設置はせず（必要に応じて設置）、全員協議会でお知らせします。なお、今期は農振部会と農地部会の設置はせず（必要に応じて設置）、全員協議会
での審議を行うこととしました。での審議を行うこととしました。

新しい農業委員を紹介！新しい農業委員を紹介！

2026年 新体制スタート
任期：令和８年７月20日～令和11年７月19日

※掲載順は、議席順

１
番
　
柴
田
　
稔
博

（
２
期
目
・
中
戸
蔦
）

２
番
　
佐
藤
　
充
孝

（
２
期
目
・
栄
）

６
番
　
内
田
　
正
樹

（
２
期
目
・
協
和
）

10
番
　
加
茂
　
円
裕

（
２
期
目
・
常
盤
）

５
番
　
森
　
　
淑
嗣

（
１
期
目
・
元
更
別
）

９
番
　
濵
野
　
裕
二

（
２
期
目
・
西
戸
蔦
）

４
番
　
水
崎
　
勝
秀

（
３
期
目
・
西
札
内
）

８
番
　
島
田
　
浩
幸

（
１
期
目
・
栄
）

12
番
　
岩
崎
　
剛
史

（
１
期
目
・
新
生
）

３
番
　
山
口
　
公
雄

（
２
期
目
・
南
１
区
）

７
番
　
大
島
　
克
仁

（
２
期
目
・
南
常
盤
）

11
番
　
鈴
木
　
聖
子

（
２
期
目
・
西
札
内
）

会長職務代理者

農協推薦

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

  

任
期
満
了
に
伴
い
委
員
３
名
が
退
任

　

９
月
１
日
に
役
場
に
お
い
て
川
尻

村
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

〇
出
羽　

義
幸
さ
ん

　
　
　

前
会
長�

委
員　

４
期
12
年

�

（
う
ち
、会
長
職
３
期
９
年
）

〇
水
崎　

保
好
さ
ん

�

委
員　

４
期
12
年

〇
八
田　

富
雄
さ
ん

�

委
員　

３
期
９
年
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堆
肥
の
管
理
方
法
に
つ
い
て

・�

臭
気
の
飛
散
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
早
く
耕
起
し
て
く

だ
さ
い
。

　�（
堆
肥
を
土
に
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
悪
臭
の
飛
散
を
抑
制
で
き
ま

す
。）

・�

畑
へ
堆
肥
を
移
動
さ
せ
た
場
合
、
速

や
か
に
利
用
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
降

雨
や
融
雪
な
ど
に
よ
り
、
液
汁
等
に

よ
る
地
下
水
の
汚
染
や
河
川
へ
の
流

入
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
河
川
や
水
路
の
近

く
で
降
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
散

布
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

産
業
課
か
ら

�

耕
種
農
家
の
皆
様
へ

各種委員会等の担当委員
各 種 委 員 会 等 担 当 委 員

大規模草地育成牧場運営審議会委員 水崎委員

農業担い手育成センター役員 垰田会長、柴田代理、島田委員、濵野委員

地域担い手育成総合支援協議会役員 垰田会長、柴田代理

広報委員会委員 柴田代理、佐藤委員、山口委員、森委員、
内田委員、鈴木委員、岩崎委員

互助会 加茂委員、大島委員
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経 営 継 承
農地の贈与 後継者等後継者等

　農地と農地以外の地目が混在している場合は、農
地面積を確定させるために、測量や分筆、農業委員
会による地目の確認が必要となる場合があります。

農地の贈与について
　通常、贈与税は暦年課税ですが、後継者に農地を贈与することを検討される場合、「相
続時精算課税の特例」や「贈与税の納税猶予の特例」の制度（受贈者が確定申告時期
に税務署への届出が必要）の選択がありますので、税理士などと早めに検討されるこ
とをお勧めします。
　また、農地の贈与には農地法第３条の許可が必要となります。

通常の贈与（暦年課税）
1年間に贈与により取得した財産の価格の合計額から基礎控除額110万円
（年間）を控除し、残額に応じた税率を適用して贈与税額を算出します。
※基礎控除額110万円（年間）を超えない贈与の場合、申告が不要です。

▪「贈与税の納税猶予の特例」活用のポイント
農業を営んでいる親が、農地等の全部を後継者である子に生前一括贈与した場合、
贈与者（親）が死亡するまで贈与税の納税を猶予し、贈与者が死亡した時には、贈
与した農地を親から相続によって取得したものとみなし、相続税が課税される制度
です。
◎�贈与税が免除される前に、農地を売却したり転用したりすると、利子税とともに
猶予された贈与税を支払わないといけなくなります。

▪「相続時精算課税制度」活用のポイント ※本村ではこの制度を利用する方が多いです
60歳以上の親から18歳以上の子・孫等への贈与
◎�この制度を活用すると1年間に贈与により取得した財産の価格の合計から基礎控
除110万円（年間）が控除され、更に累計2,500万円（複数年可）までの特別控
除が適用されます。
　控除額を超えた部分に対しては一律20％で贈与税が課税されます。
　※基礎控除額110万円（年間）を超えない贈与の場合、申告が不要です。
◎�贈与者が死亡した時には、贈与された農地と他の相続財産の合算（贈与時の価格）
から基礎控除額（贈与時）の合計を差し引いた額に対して相続税が課税され、既
に支払った贈与税があるときには、相続税から控除されます。
※この制度を活用した場合、暦年課税での贈与を受けることができなくなります。

詳しくは
国税庁パンフ
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〈
広　

報　

委　

員
〉

委
員
長
　
柴
　
田
　
稔
　
博

委
　
員
　
佐
　
藤
　
充
　
孝

委
　
員
　
山
　
口
　
公
　
雄

委
　
員
　
森
　
　
　
淑
　
嗣

委
　
員
　
内
　
田
　
正
　
樹

委
　
員
　
鈴
　
木
　
聖
　
子

委
　
員
　
岩
　
崎
　
剛
　
史

　
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を

是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
51
号

�

発
行
　
令
和
８
年
９
月

過去の農業委員会だよりを
QRコードから
ご覧いただけます。

中札内村農業担い手センター中札内村農業担い手センター
からお知らせからお知らせ

仮申込はこちらから!!

☎0155-67-7845（直通）

　帯広信用金庫が開設している結婚相談所
で、十勝管内在住者向けに、婚活支援事業を
実施しています。
　会員制で、プロフィールや結婚相手の希望
条件、写真などを登録し、双方が会ってみた
いとなれば、おびしんキューピット事務局が
１対１のお見合いをセッティングしてくれま
す。また、最初のお見合いの際、名前等の個
人が特定できる情報は明かされず、30 分程度
お話しした後、別室で事務局から交際を希望
するか確認があります。双方が希望した場合、
初めて名前等を教え合うといった流れになっ
ており、プライバシーの面で気軽に参加する
ことができます。

　村農業担い手育成センターは 6月 30 日、新
規就農者激励会を開催しました。同センター
理事長の川尻村長から「決して平坦な道では
ない農業ですが、本村で新たな一歩を踏み出
した皆様の若さ・情熱などの無限の可能性を
信じ、今後村でもサポートをしたいと思いま
す」と激励しました。
　また、新規就農者を代表して大江裕樹さん
は「本日のような皆様からのご支援に感謝し、
心強くも感じています。このご恩をいち早く
返せるように、これから努めてまいります」
と決意を語りました。

おびしんキューピットおびしんキューピット

産業課内  ☎６７－2495

　本村で営農する独身農業者（後継者）に対
して、婚活（イベント・アプリ・結婚相談所）
に係る費用を上限５万円まで助成します。
　お気軽にお問い合わせください。

毎月10日までにお願いします!
　農業委員会では毎月1回（原則として月の25日
前後）に総会を開催しています。農地の売買、貸
し借り、転用等の申請をする場合は、毎月10日（休
日の場合は前日）までに申請書を農業委員会へ提
出してください

＜農地に関する各種申請手続き＞

村の農業を支える
新たな担い手
新規就農者激励会を開催

独身農業者の本気の
婚活を応援します！


